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第1892 回例会 

     

 
 

 

青
少
年
奉
仕
月
間 

令
和
５
年
５
月
25
日
（
木
） 

卓 
 

話 於 

名
古
屋
東
急
ホ
テ
ル 

     

会
員
61
名 

出
席
計
算
数 55

名
中
45
名
出
席 

出
席
率

81
・
82
％ 

前
々
回
出
席
率

87
・
72
％ 

  
例
会
プ
ロ
グ
ラ
ム 

★
Ｒ
財
団
恒
久
基
金
（
ベ
ネ
フ
ァ
ク
タ
ー
）

 

認
証
状
・
バ
ッ
ジ
の
進
呈 

★
仲
林
親
睦
活
動
委
員
長 

・
最
終
夜
間
例
会
案
内 

★
卓 

話 

  

ロ
ー
タ
リ
ー
ソ
ン
グ 

 

「
わ
れ
ら
ひ
ま
わ
り
」 

（
歌
唱
な
し
） 

  

ゲ
ス
ト 

名
古
屋
市
観
光
文
化
交
流
局 

国
際
交
流
課 

渉
外
事
務
協
力
員 

サ
ム
ソ
ノ
バ
・
テ
チ
ア
ナ
さ
ん 

国
際
交
流
課 

係
長 

西
川 

修
平
さ
ん 

国
際
交
流
課 

主
事 

石
川 

聖ま
さ

二じ

さ
ん 

  

ニ
コ
ボ
ッ
ク
ス 

テ
チ
ア
ナ
さ
ん
、
よ
う
こ
そ
名
古
屋 

 

大
須
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
例
会
に 

お
越
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

本
日
の
卓
話
宜
し
く
お
願

い
し
ま
す
。
加
藤
已
千
彦 

吉
田 

憲
一 

堀
江 

英
弥 

丹
下 

富
博
・
大
上 

晃
延 

ゴ
ル
フ
例
会
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
メ
ン
バ
ー
に
恵
ま
れ
楽
し
く
ラ
ウ

ン
ド
で
き
ま
し
た
。 

 

柗
井 

 

健 

テ
チ
ア
ナ
さ
ん
、
名
古
屋
大
須
ロ
ー
タ

リ
ー
ク
ラ
ブ
へ
よ
う
こ
そ
。 

岡
部 

快
圓
・
深
谷 

昭
広 

仲
林 

宏
昌
・
大
西 

 

壮 

テ
チ
ア
ナ
さ
ん
卓
話
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。
よ
ろ
し
く
。 

 

横
井 

 

衞 

テ
チ
ア
ナ
さ
ん
、
名
古
屋
大
須
ロ
ー
タ

リ
ー
ク
ラ
ブ
に
よ
う
こ
そ
。 

渡
辺 

観
永
・
内
藤 

啓
喜 

河
合 

誠
弥
・
西
脇 

良
輔 

草
野
先
生
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

鬼
頭 

茂
成 

  

会
長
挨
拶 

 
 

会
長 

加
藤
已
千
彦 

 
皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。 

先
週
は
取
引
先
メ
ー
カ
ー
の
全
国
代

理
店
会
が
神
奈
川
県
の
鶴
巻
温
泉
の
陣

屋
と
い
う
老
舗
旅
館
で
あ
っ
た
た
め
例

会
を
欠
席
さ
せ
て
い
た
だ
き
申
し
訳
あ 

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
鶴
巻
温
泉
は
小
田

原
か
ら
新
宿
方
面
に
小
田
急
線
で
30

分
ほ
ど
の
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
が
、
小

田
原
駅
で
は
白
人
の
外
国
人
観
光
客
が

大
勢
お
り
、
コ
ロ
ナ
前
の
日
常
に
戻
り

つ
つ
あ
る
こ
と
を
実
感
い
た
し
ま
し
た
。 

 

し
か
し
な
が
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
が
５
類
に
分
類
さ
れ
た
と
は
言
え
、

感
染
力
の
高
さ
や
変
異
リ
ス
ク
な
ど
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
特
性
は
変
わ

ら
な
い
の
で
、
手
洗
い
、
う
が
い
、
３
密

の
回
避
な
ど
に
は
引
き
続
き
注
意
を
払

っ
て
い
た
だ
き
、
感
染
防
止
に
努
め
て

頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

さ
て
、
本
日
の
ゲ
ス
ト
・
ビ
ジ
タ
ー

の
紹
介
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
本

日
の
ビ
ジ
タ
ー
は
、
名
古
屋
市
観
光
文

化
交
流
局
国
際
交
流
課 

海
外
事
務
協

力
員 

サ
ム
ソ
ノ
バ
・
テ
チ
ア
ナ
さ
ん
で

す
。
続
き
ま
し
て
、
名
古
屋
市
観
光
文

化
交
流
局
国
際
交
流
課 

係
長 

西
川
修

平
さ
ん
、
同
局
国
際
交
流
課 

主
事 

石

川
聖
二
さ
ん
で
す
。
な
お
、
サ
ム
ソ
ノ

バ
・
テ
チ
ア
ナ
さ
ん
に
は
13
時
よ
り 

卓
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

さ
て
、
今
月
19
日
～
21
日
ま
で
広

島
で
Ｇ
７
首
脳
会
議
（
サ
ミ
ッ
ト
）
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ロ
シ
ア
の
侵
攻
を

受
け
て
い
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
ゼ
レ
ン
ス

キ
ー
大
統
領
も
来
日
し
Ｇ
７
首
脳
会
議

（
サ
ミ
ッ
ト
）
の
最
終
日
の
討
議
に
対

面
で
参
加
さ
れ
ま
し
た
。 

Ｇ
７
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
首
脳
が
一
堂

に
会
し
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
揺
る
ぎ
な

い
連
帯
の
姿
勢
を
見
せ
た
こ
と
は
、
国

際
世
論
を
形
成
す
る
う
え
で
意
義
が
大

き
い
と
思
い
ま
す
し
、
今
回
の
Ｇ
７
サ

ミ
ッ
ト
の
舞
台
と
な
っ
た
広
島
は
、
被

爆
の
経
験
を
経
て
、
平
和
都
市
と
し
て

の
歩
み
を
刻
ん
で
き
た
だ
け
に
意
義
深

い
思
い
を
感
じ
ま
す
。 

ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
大
統
領
は
広
島
被
災

平
和
記
念
資
料
館
の
視
察
後
、
被
災
し

た
広
島
の
様
子
に
つ
い
て
「
被
害
を
受

け
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
様
子
と
重
な
っ
た
」

と
話
を
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。 

今
回
の
広
島
で
の
サ
ミ
ッ
ト
を
契
機

に
、Ｇ
７
や
グ
ロ
ー
バ
ル
サ
ウ
ス
の
国
々

も
、
和
平
の
実
現
に
向
け
て
国
際
世
論

を
巻
き
込
ん
で
、
様
々
な
国
際
会
議
の

場
な
ど
を
活
用
し
、
ロ
シ
ア
が
ウ
ク
ラ

イ
ナ
か
ら
即
時
、
無
条
件
に
撤
退
す
る

こ
と
が
ロ
シ
ア
の
国
民
に
と
っ
て
も
よ

い
こ
と
で
あ
る
と
気
づ
か
せ
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。 

 

ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
一
刻
も
早
い
、
平
和

な
時
間
が
訪
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り

ま
す
。
ご
清
聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。 

                   

＊
テ
チ
ア
ナ
さ
ん
の
資
料
よ
り
抜
粋 

1617 
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卓 

 

話 
「
名
古
屋
市
の
職
員
と
な
っ
た 

ウ
ク
ラ
イ
ナ
避
難
民 

—

ウ
ク
ラ
イ
ナ
文
化
と
名
古
屋
市
の
支
援—

」

 

名
古
屋
市
観
光
文
化
交
流
局 

国
際
交
流
課 

渉
外
事
務
協
力
員 

サ
ム
ソ
ノ
バ
・
テ
チ
ア
ナ
さ
ん 

国
際
交
流
課 

係
長 

西
川 
修
平
さ
ん 

国
際
交
流
課 

主
事 

石
川 

聖
二
さ
ん 

               

名
古
屋
市
役
所
の
国
際
交
流
課
で
働

く
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
の
避
難
民
、
サ
ム

ソ
ノ
バ
・
テ
チ
ア
ナ
さ
ん
よ
り
、
テ
チ

ア
ナ
さ
ん
自
身
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
の

避
難
に
至
っ
た
経
緯
や
、
ふ
る
さ
と
の

オ
デ
ー
サ
市
を
中
心
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
文

化
に
つ
い
て
お
話
さ
れ
ま
し
た
。 

ま
た
、名
古
屋
市
で
は
、ウ
ク
ラ
イ
ナ

避
難
民
支
援
と
し
て
、
物
資
な
ど
の
支 

        

援
マ
ッ
チ
ン
グ
、個
別
相
談
、避
難
民
の

つ
ど
い
の
場
、
避
難
民
と
の
交
流
イ
ベ

ン
ト
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
ほ
か
、
そ

れ
ら
の
経
費
を
寄
附
金
で
賄
っ
て
お
り

支
援
へ
の
お
願
い
が
あ
り
ま
し
た
。 

                     

 

             
                        

    

・
名
古
屋
市
へ
の
支
援 

内
容
や
寄
附
に
つ
い 

て
は
コ
チ
ラ
を
ご
覧 

く
だ
さ
い 

  

ロ
ー
タ
リ
ー
財
団 

恒
久
基
金
（
ベ
ネ
フ
ァ
ク
タ
ー
）

 

認
証
状
・
バ
ッ
ジ
の
進
呈 

加
藤
已
千
彦
さ
ん 

Ｒ
財
団
恒
久
基
金
へ
の
１
，０
０
０
ド

ル
の
寄
付
者
（
ベ
ネ
フ
ァ
ク
タ
ー
）
と
し
て
、

加
藤
已
千
彦
さ
ん
へ
Ｒ
財
団
よ
り
認
証

状
と
記
念
の
ピ
ン
が
贈
ら
れ
、
尾
上
昇

副
会
長
よ
り
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
多
額

の
寄
付
を
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。 

               

６
月
８
日
（
木
）
例
会
の
案
内 

ク
ラ
ブ
フ
ォ
ー
ラ
ム 

「
創
立
40
周
年
記
念
事
業
発
表
」 

尾
上 

 

昇
さ
ん  

・
ク
ラ
ブ
採
決
／
定
款
細
則
改
正 

６
月
15
日
（
木
）
例
会
の
案
内 

新
会
員
卓
話 

「
一
生
営
業
マ
ン
」
西
垣
亜
矢
子
さ
ん 

「
人
と
人
を
つ
な
ぐ 

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
」 

堀 
 

曜
子
さ
ん  

「
運
送
業
２
０
２
４
年
労
働
環
境
問
題
」 

戸
田 

貴
彦
さ
ん  

「
貯
蓄
か
ら
投
資
へ
」 

加
茂
田
義
幸
さ
ん  

６
月
22
日
（
木
）
例
会
の
案
内 

例
会
変
更 

同
日 

最
終
夜
間
親
睦
例
会 

於 

名
古
屋
東
急
ホ
テ
ル  

４
Ｆ｢

雅
の
間｣  

受
付
18
時
00
分 

例
会
18
時
30
分 

６
月
29
日
（
木
）
例
会
の
案
内 

定
款
規
定
に
よ
り
休
会 

７
月
６
日
（
木
）
例
会
の
案
内 

次
年
度
会
長
・
幹
事
所
見 

次
年
度
会
長 

丹
下 

富
博
さ
ん  

次
年
度
幹
事 

大
上 

晃
延
さ
ん  

  

公
共
イ
メ
ー
ジ
向
上
委
員
会 

木
村 

光
徳
・
近
藤
宏
一
郎 

荻
巣 

賢
二
・
藤
田 

 

澈 

＊
本
文
は
、
原
則
、
頂
い
た

原
稿
を
転
載
し
て
い
ま
す
。 


